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BMPシグナルによる転写調節因子Id2の遺伝子発現制御機構
○ 中 廣 剛 士1〕2}、黒 岡 尚 徳1〕、 佐 野 和 生1)、横 田 義 史D
1幅井大学医学部分子遺伝学、1福井大学医学部歯科口腔外科学
basichelix-looP-helix型転 写 因 子 の 機 能 抑 制 因子 で あ るIllhibit。rorDNA
bmding/dirrerentiaHon(ld)は、 ほ 乳動 物 で4種 類(ldl～Id4)が同定 され て
お り、 いず れ も細胞 の分 化 や増 殖 に深 く関わ って い る。 ま たIdは 、骨 形 成 を誘
導 す る細 胞 外 調 節 因子BMPに よ って 遺 伝 子 発現 が 誘導 され る こ とが知 られ てお
り、 これ までId1やId3に お いてBMP反 応 性 の エ ンハ ンサ ー 配 列 が 同定 されて
い る。今 回我 々 は 、Id2遺伝 子 に お けるBMP反応 領 域 の 同定 を行 った 。 まず 、マ
ウス 筋 芽 細胞 株 で あ るC2CI2細胞 を用 いて 、 マ ウ スId2遺 伝 子 の レポ ー ター ア
ッセ イ をお こな った 。 そ の 結果 、 マ ウ スId2遺 伝 子 の転 写 開 始点 か ら約2800bp
上 流 の エ ンハ ンサ ー 配 列 にBMP反応 性 を有 す る88bpの領域 を認 め た 。 この領域
は2つ のGGCGCC配列 と1つ のGTCTG配列 を含 み 、マ ウスIdl遺伝 子 のBMP反応
性 エ ンハ ンサ ー 配 列 と非常 に高 い相 同性 を示 した。次 に、BMPによ るId2遺伝 子
の 転写 調 節 に直 接 関 わ る因子 を 同定 す るた め 、C2C12細胞 を用 いて ゲ ル シフ トア
ッセイ を行 った 。 そ の結 果 、C2Cl2細胞 にBMP6を作 用 させ る と、 細胞 内伝達 因
子 で あ るSmadが複合 体 を形 成 して 核 内 に移 行 し、マ ウスId2の エ ンハ ンサー 配
列 に直 接 結 合 して い る と い う こ とが わ か っ た 。 これ らの 結果 か ら、BMPによ る
Id遺伝 子 の発 現 制 御 には 、Id1とId2との 問で 見 られ る共 通 の機 構 と、他 のId
遺 伝 子 と の間 で見 られ る異 な る 機構 とが あ る ことが示 唆 され た。
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